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◆
佐
藤
副
市
長
が
再
任

　

佐　

藤　

昭　

三　

副
市
長

　
　
　
【
任
期
：
平
成
21
年
4
月
1
日

〜
平
成
25
年
3
月
31
日
】

◆
選
挙
管
理
委
員
長
に
乳
井
氏
、

　

職
務
代
理
者
に
成
田
氏
が
就
任

　

 　

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
3
月
30
日
に
行
わ
れ
、
乳
井

三
一
氏
が
委
員
長
、
成
田
久
氏
が
職

務
代
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

•
委
員　

亀

山

尚

徳　

新

　

•
委
員　

鳴

海

賢

治　

新

◆
教
育
委
員
長
に
長
谷
川
氏
、

　

教
育
長
に
葛
西
氏
が
再
任

　

 　

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
会

が
3
月
31
日
に
行
わ
れ
、
長
谷
川
良

幸
氏
が
委
員
長
、
葛
西

輔
氏
が
教

育
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

◆
監
査
委
員
に

　

長
谷
川
氏
を
選
任 葛西 輔 教育長

【任期：平成21年 3 月31日
～平成25年 3 月30日】

長谷川良幸教育委員長
【任期：平成21年 3 月31日

～平成22年 3 月30日】

成田　久 職務代理者
【任期：平成21年 3 月30日

～平成25年 3 月29日】

乳井三一 委員長
【任期：平成21年 3 月30日

～平成25年 3 月29日】

長谷川勝則 監査委員
【任期：平成21年 4 月 1 日

～平成25年 3 月31日】

………………………………………………………………………………

つがる市農業委員会からお知らせ

第
１
選
挙
区
１４
人（
木
造
）

山

本

康

樹

（
芦　

沼
）

現

對

馬
　

泉

（
永　

田
）

現

乳

井

春

光

（
林
）

現

藤

本

正

彦

（
石　

館
）

現

長
谷
川　

秀　

樹

（
荕　

岡
）

現

稲

葉

武

彦

（
吉
岡
下
木
造
）

現

成

田

典

夫

（
朝　

日
）

現

長
谷
川　

一　

幸

（
広　

岡
）

現

渋

谷
　

充

（
吹　

原
）

現

長
谷
川　

孝　

悦

（
下
福
原
）

現

稲

場

昇

一

（
千
代
田
）

新

横

山

治

彦

（
館　

岡
）

現

三

橋
　

弘

（
近　

野
）

新

新　

岡　

喜
佐
雄

（
出
来
島
）

新

第
２
選
挙
区
４
人（
森
田
）

葛

西

清

光

（
勝　

山
）

現

瓜

田

新

逸

（
上
相
野
）

現

浅

見

春

樹

（
床　

舞
）

現

葛

西
　

聖

（
山　

田
）

現

第
３
選
挙
区
３
人（
柏
）

神
　

文

敏

（
小
和
巻
）

現

金

澤

昭

雄

（
姥　

島
）

現

工

藤

芳

久

（
広　

須
）

現

第
４
選
挙
区
４
人（
稲
垣
）

佐
々
木　

義　

樹

（
再　

賀
）

新

斉

藤

鉄

男

（
細　

沼
）

新

福　

井　

二
三
夫

（
穂　

積
）

元

長

内

健

優

（
福　

富
）

現

第
５
選
挙
区
５
人（
車
力
）

工

藤

恒

實

（
牛　

潟
）

現

羽

場
　

晃

（
豊　

富
）

現

工

藤
　

宰

（
車　

力
）

現

工

藤

正

樹

（
下
牛
潟
）

現

小
山
内　
　
　

壽

（
富　

萢
）

現

各
団
体
４
人（
推
薦
）

長

内

隆

彦
（
つ
が
る
に
し
き
た

農
業
協
同
組
合
）

新

岡

正

市
（
木
造
町
農
業

協
同
組
合
）

増

田

忠

蔵
（
津
軽
広
域
農
業

共
済
組
合
）

成

田

清

繁
（
西
津
軽
土
地

改
良
区
）

農業委員30人が当選、団体推薦 4人
　任期満了に伴うつがる市農業委員会委員選挙が平成21年 1 月18日㈰に告示され、 5選挙区のうち、第 1から第 4選挙区で
は無投票、第 5選挙区では立候補者が定数を上回ったため、1月25日㈰に投開票が行われ、当選者が次のとおり確定しました。
　任期は、平成21年 2 月11日から平成24年 2 月10日までとなります。又、各団体から推薦された4人が選任されました。
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統
合
の
た
め
本
年
度
限
り
で
閉
校
と
な
る

繁
田
小
学
校
で
2
月
28
日
、
全
校
児
童
34
人

を
は
じ
め
保
護
者
や
地
域
住
民
ら
1
8
0
人

が
出
席
し
て
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
1
3
1
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

同
校
は
1
8
7
7
（
明
治
10
）
年
9
月
に

家
調
小
学
校
と
し
て
開
校
、
2
0
0
7
（
平

成
19
）
年
に
創
立
1
3
0
周
年
を
迎
え
、
今

年
度
で
2
，0
6
8
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
ま
す
。

　

式
典
は
31
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で
始
ま
り
、福
島
市
長
が「
繁

田
小
学
校
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

統
合
小
学
校
で
も
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
式
辞
。櫻
井
校
長
が
「
新
し
い
環
境
で

の
生
活
に
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
と
思
い

ま
す
。
勇
気
と
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
大
勢

の
友
達
の
中
で
積
極
的
に
活
動
し
、
大
き
な

世
界
へ
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
児
童
に
よ
る
思
い
出
の
発
表

で
は
、
呼
び
掛
け
形
式
で
学
校
の
歴
史
や
行

事
を
振
り
返
り
、「
ぼ
く
た
ち
の
学
校
生
活

を
支
え
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
。
い
つ
ま
で
も
繁
田
小
学
校
の

伝
統
を
胸
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
繁
田
小
、
さ
よ
う
な
ら
繁
田
小
」
と
学
舎

に
別
れ
を
告
げ
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
合

唱
し
て
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

思い出の言葉を呼び掛け形式で発表する34人の全校児童

玄関ホールに展示されている昭和60年度卒業生が制作した旧校舎の模型

繁田小学校で閉校式
児童34人が学舎に別れ
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児
童
と
共
に
歩
ん
だ
2
年
間

櫻
井
京
子
校
長

　

私
は
平
成
19
年
4
月
に
第
41
代
校
長
と
し

て
繁
田
小
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

赴
任
し
た
時
に
は
、
す
で
に
21
年
度
の
統

合
小
学
校
に
よ
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

た
め
、
校
長
と
し
て
統
合
ま
で
の
2
年
間
を

児
童
た
ち
の
心
に
残
る
「
輝
か
し
い
年
」
に

し
た
い
意
欲
を
沸
き
立
た
せ
る
と
同
時
に
、

重
責
を
感
じ
つ
つ
も
「
お
ら
ほ
の
学
校
・
み

ん
な
の
学
校
・
こ
だ
ま
す
る
学
校
」
を
合
い

言
葉
に
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
と
と

も
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
創
立
1
3
0
周
年
の
記
念
行
事
『
閉

校
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
』と
し
て
開
催
し
た「
親

子
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」「
大
運
動
会
」「
婦
人

会
と
の
交
流
」
や
創
立
1
0
0
周
年
に
結
成

さ
れ
た
「
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
は
、
地
域

の
協
力
に
よ
り
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ま
た
、「
繁
田
の
教
育
」
の
沿
革
は
今
で

も
継
承
し
続
け
ら
れ
、
昭
和
35
年
に
は
算
数

研
究
論
文
が
全
国
特
選
と
な
り
「
小
学
館
教

育
賞
」
を
受
賞
、
昭
和
45
年
に
は
健
康
優
良

学
校
と
し
て
全
国
表
彰
「
優
良
賞
」
を
受
賞

す
る
な
ど
、
全
国
に
繁
田
小
学
校
の
名
を
と

ど
ろ
か
せ
、
閉
校
の
年
に
は
「
県
学
校
安
全

優
良
校
」「
日
本
習
字
継
続
30
年
功
労
賞
」

も
受
賞
で
き
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
歴
史
に

更
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
わ
ず
か
2
年
の
繁
田
小

学
校
で
の
生
活
で
し
た
が
、
岩
木
川
と
津
軽

平
野
の
風
土
に
囲
ま
れ
、
地
域
住
民
の
暖
か

さ
に
包
ま
れ
、
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
繁
田
小
学
校
で
培
っ

た
歴
史
と
文
化
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、

永
遠
に
繁
田
を
愛
す
る
風
と
な
っ
て
吹
き
続

け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
、
桜
の
咲
く
頃
、
思
い
出
の
学

舎
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誰

か
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
。

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
た
一
年

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

黒
滝
一
広

　
（
昭
和
57
年
度
卒
業
）

　

い
ま
ま
で
に
20
人
の
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

築
き
上
げ
た
伝
統
を
、
引
き
継
ぎ
な
が
ら
の

最
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
任
務
は
、
日
々
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　

閉
校
の
年
、一
番
苦
労
し
た
の
は
、な
ん
と

言
っ
て
も
記
念
誌
の
制
作
作
業
で
す
。
開
校

当
時
の
写
真
が
学
校
に
も
少
な
く
、
地
域
に

出
向
き
一
軒
一
軒
訪
ね
て
、
写
真
を
提
供
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
繁
田
小
も
閉
校
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
私
が
寂
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、
31
年

間
続
い
て
き
た
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
地
域
か
ら

消
え
る
こ
と
で
す
。
私
が
小
学
1
年
の
時
に

始
ま
っ
た
パ
レ
ー
ド
は
、
地
域
に
運
動
会
の

開
催
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
行
わ
れ
、
親
子

2
代
に
わ
た
り
演
奏
し
て
地
域
を
練
り
歩
い

て
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
多
く
の
人
が
待

ち
か
ま
え
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
た
人

の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
仲
間
と
新
稲
垣
小

学
校
で
学
校
生
活
を
過
ご
す
わ
け
で
す
が
、

「
繁
田
っ
子
」
持
ち
味
の
元
気
を
存
分
に
発

揮
し
、
新
た
な
伝
統
を
築
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

31年間続いた地域を練り歩く鼓笛パレード




